
学校番号 2002 

令和５年度 学 探究科 

教科 学 探究 科目 (学)探究ナビⅢ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 自主制作課題、プリント、など。 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）  

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 
★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

探究ナビⅢのテーマ：未来を切り拓く 

「より良い未来を実現するため、自己の希望する分野で活躍できる力を育成する。」 

より良い未来社会の実現を担っていくために、自分の能力を将来どの分野で活かすのか。自己実現

と社会実現の両面から進むべき道を仲間とともに探究し、夢を見つけ、叶えていきます。 

探究ナビⅠ、Ⅱで身に着けたコミュニケーション能力や課題解決能力を活かし、自己の希望する分

野で活躍するための探究力を身につけましょう。 

【発見】自己の可能性をあらためて発見し、社会的能力として確立させ、その能力をより良い未

来を実現するために活かす道を見つける。 

【探究】自己の適性を探究するとともに、より良い未来を実現するための社会的課題も探究し、

自己実現と社会実現を両立させる進路を追求する。 

【感動】自己の思いを形にすることで、夢が具体化していくことに喜びを感じながら、自己の進

路希望の実現がより良い未来社会の実現につながるという感動を得る。 

【自信】自己実現と社会実現の両面から自己の進路実現を果たす方法を仲間とともに考え、実行

することで、自己の将来と社会の未来につながる進路を実現し、自信を得る。 

より良い未来を切り拓くために、 

自己の進路を探究し、実現する。 評価方法 

・授業中の態度や姿

勢、取組の様子。ワー

クシートやレポート

の記述。発表資料の内

容と発表のパフォー

マンス評価。 



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

※表中の観点について  

ア：アクション(前に踏み出す力)、シ：シンキング(考え抜く力)、チ：チームワーク(チームで働く力) 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなりますが、学習内容（小単元）     

 の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

 います。 

※探究ナビの評価は、提出物内容と授業の様子のバランスを考え、双方での評価をします。 

学
期 

学習項目 学習内容 
自己 

評価 

主な評価の観点 単元の評価規準 

(生徒の到達目標) 

評価 

方法 ア シ チ 

１
学
期 

集団作り 

 
アイスブレイクと 

チームビルディング 

 
○  ○ 

ア：主体的に人と関わり、コミュニケー

ションを取ることができる。 

シ：多面的、多角的な自己理解や他者理

解をすることができる。 

チ：チームビルディングの基本的手法

を理解し、実践できる。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
活
動
評
価
等 

メタ認知と自己調整 
 

 ○  

進路探究 

①自己分析 
リフレーミング 

 
○  〇 

ア：自己理解を深める手法を学び、他者

と協働しながら実践できる。 

シ：自己理解を自己ＰＲにつなげる文

章を考え、書くことができる。 

チ：グループワークの中で自己の新た

な可能性に気付くことができる。 

自己推薦書を書く 
 

 ○  

進路探究

②分野研究 志望分野について研究する 
 

○  ○ 

ア：志望分野についての研究に主体的

に取り組むことができる。 

シ：志望分野における課題発見、課題解

決について考えることができる。 

チ：チームで役割分担をして情報収集

し、まとめることができる。 

志望理由書を書く 
 

 ○  

進路探究

③論理的 

 思考力 

面接で考えを述べる  
○  ○ 

ア：より良い社会の実現のためにでき

ることを主体的に探究できる 

シ：社会的課題について、解決に向けた

提案を論理的に展開できる。 

チ：集団討論の中で、他者の考えを尊重

しながら自己の考えを表明できる。 

小論文を書く  
 ○  

集団討論  
 ○ ○ 

夏季休業期間   

※オープンキャンパス等、進路に関するフィールドワークを行い、レポートにまとめる。 

 

２
学
期 

課題研究 

①企画型 
広報について学ぶ  ○   

ア：スクールアイデンティティを見出

すために行動できる。 

シ：広報に関する基本的知識を身につ

け、学校広報に応用できる。 

チ：チームで学校説明会を実施し、広報

活動をすることができる。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
活
動
評
価
・
プ
レ
ゼ
ン
発

表
等 

学校広報を考える   ○  

学校説明会を開催する    ○ 

課題研究 

②探究型 

問いを立てる  ○   
ア：自己の将来を見据え、主体的に課題

を設定することができる。 

シ：課題について考察し、解決策を見出

して、論理的に説明できる。 

チ：チームで課題研究やその発表会を

行い、検討しあうことができる。 

問いを探究する   ○  

中間発表会を開催する    ○ 

探究を深める   ○  

研究発表会を開催する    ○ 

３
学
期 

反省と 

総括 
反省と総括 

 

 ○  

シ：探究ナビⅢ全体の学びを振り返り、

社会や人生に応用することができ

る。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 


